
Ⅰ 調 査 結 果 の 概 要



１ 水田作経営

(1) 全国１戸当たりの水田作経営の動向（表１参照）

ア 農業収支

全国の水田作経営農家の農業粗収益は182万円で、前年に比べて2.4％減少した。

これは、作付面積は増加したものの、水稲生産量が減少したことに加え、米価格の

低下により農業粗収益の７割を占める稲作収入等が減少したことによる。

農業経営費は143万円で、前年に比べて0.5％減少した。

これは、原油価格の高騰により光熱動力費は増加したものの、農機具費や水稲生産

量の減少に伴い資材使用量等が減少したことによる。

この結果、農業粗収益から農業経営費を差し引いた農業所得は39万円で、前年に比

べて9.0％減少した。

イ 農外所得及び年金等の収入

農外所得は255万円で、前年に比べて6.7％減少し、年金等の収入は193万円で、前年

に比べて5.9％増加した。

ウ 総所得

この結果、農業所得に、農外所得、年金等の収入及び農業生産関連事業所得を加え

た総所得は487万円で、前年に比べて2.3％減少した。
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表１　水田作経営農家の動向（全国・１戸当たり）
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(2) 北海道１戸当たりの水田作経営の動向（表２参照）

ア 農業収支

北海道の水田作経営農家の農業粗収益は1,039万円で、前年に比べて0.4％減少した。

これは、小麦の収量が減少し、麦類収入は減少したものの、米価格の上昇により稲

作収入が増加したことによる。

農業経営費は696万円で、前年に比べて3.1％減少した。

これは、原油価格の高騰により光熱動力費等が増加したものの、農機具費等が減少

したこと等による。

この結果、農業粗収益から農業経営費を差し引いた農業所得は343万円で、前年に比

べて5.5％増加した。

イ 農外所得及び年金等の収入

農外所得は114万円で、前年に比べて4.8％減少し、年金等の収入は71万円で、前年

に比べて23.7％減少した。

ウ 総所得

この結果、農業所得に、農外所得、年金等の収入及び農業生産関連事業所得を加え

た総所得は528万円で、前年に比べて1.9％減少した。
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表２　水田作経営農家の動向（北海道・１戸当たり）
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(3) 都府県１戸当たりの水田作経営の動向（表３参照）

ア 農業収支

都府県の水田作経営農家の農業粗収益は166万円で、前年に比べて2.8％減少した。

これは、九州を中心とした台風被害により収量が減少したことに加え、米価格の低

下等による。

農業経営費は133万円で、前年に比べて0.6％増加した。

これは、原油価格の高騰により光熱動力費等が増加したこと等による。

この結果、農業粗収益から農業経営費を差し引いた農業所得は33万円で、前年に比

べて14.5％減少した。

イ 農外所得及び年金等の収入

農外所得は258万円で、前年に比べて6.8％減少し、年金等の収入は195万円で、前年

に比べて5.9％増加した。

ウ 総所得

この結果、農業所得に、農外所得、年金等の収入及び農業生産関連事業所得を加え

た総所得は486万円で、前年に比べて2.8％減少した。
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表３　水田作経営農家の動向（都府県・１戸当たり）
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